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artery bypass surgery:OPCAB)において、左室拡張能障害が、術後 30 日、1 年の心臓合
併症と並んで集中治療室滞在の予測危険因子であることが報告されている。しかし、
OPCAB 施行患者における左室拡張能障害と IABP の術中・術後との関連については議論さ








の症例、または 8< E/e’<15 で、かつ脳性ナトリウム利尿ペプチド（brain natriuretic 
















































































Q：IABP 使用群と非使用群の比較ではなく、IABP の使用率で検討したのは何故か。 
A：OPCAB における左室拡張能低下と術中・術後の IABP の使用との関連を検討した論文は























Q：術中と術後の IABP 使用の割合が拡張能低下患者で異なるがなぜか。 


























































以上、医学部 B 会議室において、略式紹介等約 2 分、発表時間約 23 分、質疑応答時間約
29 分、合計約 54 分で学位論文の内容審査が行われた。 
 
 本論文は、人工心肺非使用下冠動脈バイパス術患者における術前の左心室機能障害と周
術期の IABP の関連を示し、拡張能障害を有する同手術における IABP の有効性を初めて示
唆した論文であり、学位論文に値すると評価された。 
 
 
